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爆
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」
再
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―
井
上
光
晴
『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』
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井
上
光
晴
『
明
日
』
再
読
の
た
め
に

畑

中

佳

恵

一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
二
〇
二
四
年
一
〇
月
一
九
日
の
第
七
三
回
原
爆
文
学
研
究
会
（
於

長
崎
大
学
）
で
発
言
し
た
内
容
の
記
録
で
す
。
井
上
光
晴
『
明
日

―
一
九

四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』（『
使
者
』
一
二
号
、
一
九
八
二
年
二
月
／
集
英
社
、

一
九
八
二
年
五
月
刊
行
／
以
下
、『
明
日
』
と
記
載
）
を
研
究
会
で
再
読
す
る
に

あ
た
り
、
一
読
者
と
し
て
気
に
な
る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
話
題
提
供
を
主

な
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
た
論
と
し
て
の
体
裁
を

な
し
て
い
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。
以
下
、
四
項
目
に
分

け
て
述
べ
た
内
容
を
そ
の
ま
ま
の
順
序
で
記
し
ま
す
。

二

作
品
発
表
時
を
め
ぐ
っ
て

最
初
に
、
作
品
発
表
時
に
関
す
る
情
報
を
整
理
し
て
気
づ
い
た
こ
と
を
お

話
し
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
井
上
光
晴
に
は
原
爆
と
か
か

わ
る
作
品
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。「
手
の
家
」（
一
九
六
〇
年
）
、「
地
の
群

れ
」（
一
九
六
三
年
）、「
夏
の
客
」（
一
九
六
五
年
）、「
母
・
一
九
六
七
年
夏
」

（
一
九
六
七
年
）。
こ
れ
ら
は
一
九
六
〇
年
代
に
集
中
し
て
発
表
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
約
一
四
年
空
け
て
、
自
信
作

の
中
編
『
明
日
』
が
発
表
さ
れ
ま

(1)

し
た
。

作
者
が
第
二
次
大
戦
末
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
ど
う
過
ご
し
て
い
た
か
と

い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
ま
す
。
井
上
光
晴
は
長
崎
原
爆
を
直
接
体
験
し

た
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
九
四
五
年
六
月
の
佐
世
保
空
襲
を
経
験
し
、
八

月
一
五
日
は
、
炭
鉱
者
技
術
養
成
所
の
教
師
を
し
て
い
た
崎
戸
島
（
長
崎
県

西
彼
杵
郡
）
で
迎
え
ま
し
た
。
戦
後
の
住
所
は
、
福
岡
、
佐
世
保
、
東
京
と

移
動
し
て
い
ま
す
。
一
九
五
五
年
に
東
京
に
転
居
し
て
し
ば
ら
く
『
週
刊
新

潮
』
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た

。
井
上
荒
野

に
よ
る
と
、
専
業
作
家
と

(2)

(3)

な
っ
た
の
は
一
九
六
三
年
頃
だ
そ
う
で
す
。

無
署
名
で
記
事
を
書
い
て
い
た
た
め
、
ど
の
記
事
が
井
上
の
手
に
よ
る
も



189

の
か
見
分
け
る
の
は
困
難
な
の
で
す
が
、
高
橋
吾
朗
『
週
刊
誌
風
雲
録
』（
文

藝
春
秋
、
二
〇
〇
六
年
一
月
）
に
よ
る
と
、
井
上
光
晴
の
文
体
は
、
同
じ
く

記
者
と
し
て
活
躍
し
た
草
柳
大
蔵
と
比
べ
、
カ
ギ
括
弧
が
断
然
多
い
の
だ
そ

う
で
す
。
福
岡
県
立
図
書
館
所
蔵
（
欠
号
あ
り
）
の
『
週
刊
新
潮
』
を
一
九

六
三
年
刊
行
分
ま
で
め
く
る
と
、
原
爆
関
連
の
記
事
な
ら
ば
次
の
よ
う
な
も

の
が
目
に
つ
き
ま
す
。

①

一
九
五
六
年
六
月
二
六
日
号
「
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た

原
爆
悲

劇
の
記
録
映
画
完
成
」（
全
二
頁
）

②

一
九
五
七
年
五
月
二
〇
日
号
「
原
爆
娘
の
記
録

―
あ
る
踊
り
子

の
場
合

―
」（
全
五
頁
。
東
京
で
舞
台
に
立
つ
広
島
出
身
の
森
田
テ
ツ

子
さ
ん
に
つ
い
て
）

③

一
九
五
七
年
八
月
一
二
日
号
「
原
爆
の
遺
産

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
（
原
爆

傷
害
調
査
委
員
会
）」（
全
五
頁
。
写
真
・
土
門
拳
）

④

一
九
五
七
年
八
月
一
二
日
号
「
特
別
レ
ポ
ー
ト

八
月
六
日
の
遺

産

は
じ
め
て
ル
ポ
さ
れ
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
（
原
爆
傷
害
調
査
委
員
会
）
の

実
態
」（
全
八
頁
）

⑤

一
九
五
八
年
五
月
一
九
日
号
「
消
え
る
爪
あ
と

浦
上
天
主
堂
撤

去
の
真
相
」（
全
六
頁
。
長
崎
の
原
爆
遺
構
の
処
遇
に
つ
い
て
）

⑥

一
九
六
〇
年
一
二
月
五
日
号
「
長
崎
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
」（
全
一
五

頁
。
双
子
の
歌
手
に
よ
る
、
異
国
情
緒
と
原
爆
を
メ
イ
ン
と
し
た
長
崎
め

ぐ
り
）

前
述
の
『
週
刊
誌
風
雲
録
』
に
よ
る
と
、
④
の
無
署
名
記
事
は
草
柳
大
蔵

に
よ
る
も
の
で
す
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
が

被
爆
者
の
資
料
を
強
引
な
手
法
で
収
集
し

〝
原
爆
戸
籍
簿
〟
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
を
糾
弾
す
る
こ
の
記
事
は
、
た
し

か
に
証
言
を
直
接
引
用
す
る
カ
ギ
括
弧
が
ほ
と
ん
ど
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
原
爆
に
よ
り
瓦
礫
と
化
し
た
浦
上
天
主
堂
の
現
状

と
、
そ
の
処
遇
を
め
ぐ
る
議
論
を
紹
介
す
る
⑤
の
記
事
は
、
現
地
に
た
た
ず

む
二
〇
歳
の
青
年
や
映
画
『
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
』
の
ロ
ケ
で
現
地
を
訪

れ
た
女
性
の
印
象
的
な
言
葉
を
、
カ
ギ
括
弧
付
き
で
長
々
と
紹
介
し
て
い
ま

す
。
こ
の
記
事
に
は
、
五
年
後
に
発
表
さ
れ
た
小
説
「
地
の
群
れ
」
の
本
文

と
合
致
す
る
箇
所
が
幾
つ
も
あ
り

、
井
上
光
晴
に
よ
る
記
事
で
あ
る
こ
と

(4)

は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
時
期
の
記
者
と
し
て
の
活
動
が
、
後
の
創

作
活
動
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
例
と
し
て
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
本
稿
四
章
で
改
め
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
の
記
事
は
、
浦
上
天
主
堂
の
地
に
落
ち
た
聖
像
と
撮
影
し
た
写
真
が
見

開
き
で
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
⑤
と
の
連
続
性
が
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
井
上
光

晴
の
関
与
は
不
明
で
す
。
ま
た
、
長
崎
は
観
光
地
と
し
て
の
歴
史
が
古
い
の

で
、
と
り
た
て
て
珍
し
い
記
事
と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
の
後
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
『
明
日
』
が
発
表
さ
れ
る
一
九
八
〇
年
代
に

か
け
て
、
次
の
よ
う
な
国
鉄
の
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
続
い
た
こ
と
は

頭
に
入
れ
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

一
九
七
〇
年
一
〇
月
～
七
六
年
一
二
月
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
」

一
九
七
七
年
一
月
～
七
八
年
一
一
月
「
一
枚
の
切
符
か
ら
」

一
九
七
八
年
一
一
月
～
八
四
年
一
月
「
い
い
日
旅
立
ち
」

一
九
八
四
年
二
月
～
八
七
年
三
月
「
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
」

『
明
日
』
に
は
、
長
崎
の
異
国
関
連
の
歴
史
や
文
化
事
項
と
か
か
わ
る
語
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句
、
名
所
の
地
名
等
が
所
々
に
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
以
下
に
、
本
文
か

ら
い
く
つ
か
例
を
示
し
ま
す
（
引
用
は
全
て
単
行
本
に
拠
り
、
注
目
箇
所
に
傍

線
を
付
し
ま
す
。
以
下
同
。）。

①
「
上
海
丸
に
乗
っ
た
の
だ
っ
た
な
、
白
水
君
は
、
あ
れ
か
ら
。」（
七

八
頁
、
※
コ
ッ
ク
た
ち
の
海
外
関
連
の
経
歴
）

②
「
水
ノ
浦
で
ビ
ー
ド
ロ
を
吹
き
よ
ん
な
る
人
の
お
ら
す
と
よ
、
今
で

も
」（
九
九
頁
、
※
ビ
ー
ド
ロ
は
、
異
国
由
来
の
工
芸
品
）

③
「
も
う
少
し
行
く
と
、
幕
末
の
頃
、
太
夫
や
格
子
女
郎
の
踏
絵
が
行

わ
れ
た
と
い
う
神
社
の
境
内
を
過
ぎ
て
、
丸
山
の
方
に
降
り
ら
れ
る

の
だ
が
、」（
一
四
七
頁
）

④
「
八
幡
様
の
お
く
ん
ち
の
踊
り
町
に
当
っ
た
際
、
買
っ
て
い
た
も
の

だ
と
い
う
。
佐
世
保
に
住
ん
で
い
た
頃
、
そ
れ
も
十
年
以
上
も
前
に
、

妹
が
稚
児
行
列
に
出
た
時
の
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
る
。」（
一
七
二

頁
、
※
買
っ
て
い
た
も
の
は
、
祭
り
の
衣
装
用
生
地
）

と
く
に
③
で
は
、
長
崎
の
繁
華
街
の
地
理
的
説
明
を
行
う
際
に
、
遊
女
の

踏
絵
と
い
う
南
蛮
趣
味
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
挟
み
込
み
、
丸
山
遊
郭
と
い
う
華

や
か
な
観
光
地
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。
文
脈
上
、
そ
れ
ら
に
わ
ざ
わ
ざ
言
及

す
る
必
要
は
な
い
た
め
、
作
者
が
意
図
を
も
っ
て
書
き
込
ん
で
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
井
上
光
晴
が
東
京
で
執
筆
し
た
長
崎
・
原
爆
と
か
か
わ
る
作
品

の
中
で
も

本
作
は
、
国
内
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ま
な
ざ
し
を
意
識
し
、
読
者
獲

(5)

得
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
側
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三

単
行
本
の
意
匠
を
め
ぐ
っ
て

本
章
で
は
、
と
く
に
単
行
本
の
意
匠
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
や
、
本
文
と

の
関
係
に
つ
い
て
気
づ
い
た
こ
と
を
述
べ
ま
す
。
本
作
単
行
本
は
化
粧
箱
に

収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
装
画
は
、
丸
や
四
角
な
ど
図
形
を
配
し
た
抽
象
画
を

得
意
と
す
る
堀
内
菊
二
（
主
体
美
術
協
会
所
属
）
に
よ
る
も
の
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
解
釈
の
仕
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
レ
ー
ル
と
電
車
の
イ

メ
ー
ジ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
原
爆
被
災

に
よ
っ
て
レ
ー
ル
が
断
線
し
、
車
窓
は
毀
れ
、
車
輪
を
思
わ
せ
る
青
色
系
の

マ
ル
は
赤
色
系
の
バ
ツ
に
な
り
機
能
を
停
止
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
小
説
の
中
で
、
電
車
は
変
わ
ら
ぬ
日
常
の
象
徴
と
し
て
登
場
し
ま

す
（
一
一
九
頁
）
。
そ
れ
が
、
リ
ア
リ
ズ
ム
で
は
捉
え
き
れ
な
い
ほ
ど
破
壊 『明日 一九四五年八月八日・長崎』 化粧箱
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さ
れ
変
容
し
て
し
ま
う
と
い
う
「
明
日
の
予
告
」
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

本
書
の
布
張
り
の
表
紙
に
は
、
中
央
に
銀
色
で
バ
ツ
印
が
刻
印
さ
れ
て
い

ま
す
。
爆
心
地
の
印
が
想
起
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
ま
た
「
明
日
起
き

る
こ
と
の
予
告
」
と
い
え
そ
う
で
す
。
な
お
、
扉
に
は
や
や
立
体
感
を
も
た

せ
た
バ
ツ
印
の
イ
ラ
ス
ト
が
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
十
字
と
し
て
見
れ
ば
キ
リ
ス

ト
教
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

前
述
の
箱
の
デ
ザ
イ
ン
と
か
か
わ
る
こ
と
で
す
が
、
と
り
わ
け
小
説
冒
頭
か

ら
の
数
頁
は
、
フ
ラ
グ
（
予
兆
を
感
知
さ
せ
る
要
素
）
を
探
す
よ
う
、
読
者
を
誘

導
す
る
よ
う
な
表
現
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
車
輪
の
よ
う
に
丸
い
も
の
が
頻
出

し
、
読
者
は
そ
の
喪
失
や
異
形
化
を
予
感
す
る
こ
と
で
、
何
げ
な
い
日
常
の
一

欠
片
に
不
吉
な
出
来
事
の
前
兆
を
読
み
取
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
小
説
五
頁
か

ら
七
頁
に
か
け
て
、
荷
車
（
五
頁
）、
種
ト
マ
ト
、
レ
コ
ー
ド
、
輪
の
中
の
石
（
以

上
六
頁
）、
車
輪
の
な
い
リ
ヤ
カ
ー
（
七
頁
）
と
続
き
、
と
く
に
車
輪
の
な
い
リ

ヤ
カ
ー
は
本
来
回
り
続
け
る
べ
き
丸
が
な
い
と
い
う
、
欠
如
の
イ
メ
ー
ジ
を
強

め
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
、
日
輪
（
一
七
頁
、
女
性
の
綽
名
）、
落
下
傘
の
よ
う

な
白
い
日
傘
（
六
七
頁
）
な
ど
印
象
深
い
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

八
〇
頁
以
降
に
散
見
さ
れ
る
赤
い
月
は
、
一
四
五
頁
で
当
時
の
資
料
に
も
登
場

し
、
実
際
の
一
九
四
五
年
八
月
八
日
の
月
が
赤
く
気
味
が
悪
か
っ
た
と
い
う
証

言
と
結
ば
れ
る
こ
と
で
、
わ
か
り
や
す
い
フ
ラ
グ
と
し
て
機
能
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
表
現
上
の
工
夫
を
つ
う
じ
て
、
読
者
自
身
の
今
現
在
、
身
の

回
り
に
も
、（
丸
い
も
の
や
そ
う
で
な
い
も
の
も
含
め
）
明
日
の
出
来
事
の
フ

ラ
グ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

四

多
様
な
登
場
人
物
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
め
ぐ
っ
て

人
物
に
注
目
す
る
前
に
、
小
説
の
構
成
を
整
理
し
て
お
き
ま
す
。
本
作
は
、

結
婚
と
い
う
、
男
女
と
そ
の
周
囲
の
人
々
が
新
た
に
結
び
つ
く
場
面
か
ら
、

個
々
の
人
間
・
人
間
関
係
に
視
点
を
移
し
、
全
体
と
し
て
群
像
を
描
出
し
て

い
ま
す
。
虚
構
の
度
合
い
の
高
い
物
語
を
展
開
し
た
後
に
、
と
く
に
九
章
で

客
観
性
の
高
い
資
料
の
引
用
を
織
り
交
ぜ
、「
出
来
事
以
前
」
の
リ
ア
リ
テ

ィ
を
読
者
と
共
有
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
読
者
は
過
去
を
観
察
す
る
姿

勢
と
な
り
、
物
語
と
の
間
に
距
離
感
が
生
じ
ま
す
が
、
小
説
最
終
章
に
は
主

観
性
の
強
い
一
人
称
が
配
置
さ
れ
、
登
場
人
物
と
読
者
の
距
離
を
詰
め
る
効

果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
の
魅
力
の
一
つ
が
、
群
像
に
み
ら
れ
る
多
様
な
属
性
で
あ
る
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
場
順
に
列
挙
し
た
の
が
、
次
の
リ
ス
ト
で
す
。

四
番
崩
れ
の
末
裔
・
石
原
継
夫
、
浦
上
刑
務
所
の
未
決
囚
・
堂
崎
影
男
、
長

崎
医
大
看
護
婦
で
新
婦
の
三
浦
ヤ
エ
、
結
核
の
既
往
症
を
も
つ
新
郎
・
中
川

庄
治
、
三
菱
製
鋼
の
工
員
、
元
フ
ラ
ン
ス
料
理
コ
ッ
ク
長
・
胴
打
弥
助
、
浦

上
天
主
堂
の
信
徒
・
山
口
由
信
、
重
度
の
精
神
障
害
で
病
院
か
ら
出
さ
れ
る

山
口
冨
美
、
未
婚
で
妊
娠
３
ヶ
月
の
福
永
亜
矢
、
生
月
島
出
身
の
失
踪
者
・

石
井
市
松
、
巨
済
島
か
ら
連
行
さ
れ
た
「
半
島
人
」（
※
噂
と
し
て
）、
軍
属

の
船
員
ら
し
い
夫
の
子
を
出
産
中
の
三
浦
ツ
ル
子
、
日
本
人
の
夫
を
も
つ
「
阿

茶
さ
ん
」、
ほ
か
に
も
空
襲
に
よ
る
戦
死
者
（
※
手
紙
の
な
か
で
）
な
ど
。

例
え
ば
三
菱
製
鋼
の
工
員
の
中
に
も
出
征
す
る
者
と
し
な
い
者
が
い
る
と

い
う
事
実
と
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
周
囲
の
軋
轢
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
多
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様
な
属
性
を
照
ら
そ
う
と
す
る
意
図
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
外
国
人
と
い

う
属
性
に
つ
い
て
い
え
ば
、（
噂
と
し
て
語
ら
れ
る
）
巨
済
島
か
ら
連
行
さ
れ

た
「
半
島
人
」、
日
本
人
の
夫
を
も
つ
「
阿
茶
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
た
中
国
人

の
二
例
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
少
な
い
と
み
る
か
、
あ
る
い
は
当
時
の
長

崎
市
内
の
生
活
者
の
日
常
感
覚
と
し
て
妥
当
と
み
る
か
は
、
読
者
に
よ
っ
て

判
断
が
分
か
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
多
く
の
人
物
を
登
場
さ
せ
る
に
あ
た
り
、
一
人
一
人
の
姿
や

そ
の
日
常
を
肉
付
け
す
る
た
め
の
取
材
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
、
と

い
う
点
が
楠
田
剛
士
論

等
で
追
究
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
井
上
光
晴
は
単
行

(6)

本
「
あ
と
が
き
」
の
自
作
解
説
で
、
調
査
に
基
づ
い
て
当
時
の
日
常
の
デ
ィ

テ
ー
ル
を
書
き
込
ん
だ
と
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
刊
行
さ
れ
た
証
言
や
復
元

図
に
依
拠
す
る
部
分
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
こ
と
が
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、『
週
刊
新
潮
』
時
代
の
井
上
が
ど
の
程
度
、
ど
の
よ
う
な
取

材
を
し
て
い
た
か
に
目
配
り
す
る
こ
と
で
分
か
る
こ
と
は
な
い
か
、
確
認
し

て
お
き
ま
す
。
こ
の
件
に
詳
し
い
資
料
と
し
て
、
朝
日
新
聞
社
編
『
週
刊
誌

の
す
べ
て
』（
国
際
商
業
出
版
、
一
九
七
六
年
一
月
）
か
ら
関
連
箇
所
を
紹
介

し
ま
す
。

ア
ン
カ
ー
は
取
材
し
な
い
。
数
人
の
デ
ー
タ
マ
ン
の
原
稿
を
、
編
集
者

の
簡
単
な
指
示
に
基
づ
い
て
、
一
本
の
記
事
に
仕
上
げ
る
。
ア
ン
カ
ー

の
腕
し
だ
い
で
、
記
事
は
お
も
し
ろ
く
も
、
つ
ま
ら
な
く
も
な
る
。
出

版
社
系
週
刊
誌
の
第
一
号
「
週
刊
新
潮
」
で
は
、
作
家
の
井
上
光
晴
氏

が
創
刊
当
時
、
ア
ン
カ
ー
を
つ
と
め
た
。（
五
三
頁
）

こ
の
、
コ
メ
ン
ト
を
つ
な
ぐ
手
法
を
編
み
出
し
た
の
は
、
創
設
期
の

「
週
刊
新
潮
」
で
ア
ン
カ
ー
を
し
て
い
た
作
家
井
上
光
晴
さ
ん
だ
と
い

わ
れ
る
。「
世
の
中
に
は
、
殺
し
た
と
い
い
な
が
ら
殺
し
て
な
か
っ
た

り
、
殺
さ
な
い
と
い
う
が
実
は
殺
し
て
い
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い

る
。
そ
ん
な
人
た
ち
の
、
筋
の
通
ら
な
い
発
言
を
へ
た
に
解
説
す
る
と
、

必
ず
ま
ち
が
う
。
だ
か
ら
、
私
は
ナ
マ
の
声
を
な
る
べ
く
正
確
に
伝
え

る
た
め
に
、
コ
メ
ン
ト
中
心
主
義
を
と
っ
た
」
と
、
井
上
さ
ん
。

ア
ン
カ
ー
の
井
上
さ
ん
は
、
取
材
記
者
（
デ
ー
タ
マ
ン
）
に
「
原
稿

は
話
を
聞
い
た
人
の
せ
り
ふ
だ
け
を
書
い
て
く
れ
ば
い
い
」
と
注
文
し

た
。「
こ
れ
は
、
取
材
記
者
を
ま
る
で
録
音
機
の
よ
う
に
使
う
わ
け
で
、

気
が
ひ
け
ま
す
が
」
と
井
上
さ
ん
は
い
う
。「
妙
な
解
説
を
記
事
に
す

る
よ
り
は
マ
シ
で
す
よ
」

デ
ー
タ
マ
ン
が
と
っ
て
き
た
コ
メ
ン
ト
を
の
り
と
は
さ
み
で
切
り
貼

り
し
、
井
上
さ
ん
は
コ
メ
ン
ト
を
つ
な
ぐ
接
続
詞
を
書
い
た
だ
け
で
一

本
の
原
稿
を
仕
上
げ
た
、
と
い
う
伝
説
も
あ
る
。（
九
六
～
九
八
頁
）

同
書
に
は
「
週
刊
新
潮
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
か
ら
、
井
上
さ
ん
は
し
ば
ら

く
の
間
は
、
自
分
で
取
材
し
、
書
い
て
い
た
が
、
し
だ
い
に
主
と
し
て
ア
ン

カ
ー
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」（
一
五
九
頁
）
と
も
あ
り
、
初
期

に
は
自
分
の
足
で
歩
き
回
り
人
と
会
っ
て
取
材
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
後

に
は
取
材
無
し
の
執
筆
ス
タ
イ
ル
が
伝
説
に
ま
で
な
っ
た
、
と
ひ
と
ま
ず
整

理
で
き
ま
す
。

『
明
日
』
執
筆
時
の
取
材
に
つ
い
て
、
こ
の
資
料
の
情
報
は
残
念
な
が
ら

参
考
に
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ア
ン
カ
ー
時
代
の
「
関
係
者
の
話
を
つ
な

ぐ
」
と
い
う
手
法
は
、
八
〇
年
代
の
仕
事
で
あ
る
『
明
日
』
に
も
指
摘
で
き
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る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
く
に
、
章
ご
と
に
異
な
る
人
物
を
取
り
上

げ
、
当
日
ま
で
の
行
動
・
会
話
・
思
考
・
手
紙
等
を
示
す
構
成
に
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
的
な
手
法
が
活
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。
信
仰
や
犯
罪
と

か
か
わ
る
噂
を
解
説
せ
ず
そ
の
ま
ま
記
述
し
て
い
る
こ
と
、失
踪
者
の
行
方
、

競
技
場
付
近
の
歌
声
の
主
、
出
産
中
の
ツ
ル
子
が
想
起
す
る
女
、
同
じ
く
出

産
中
に
想
起
さ
れ
る
硝
子
瓶
の
指
と
い
っ
た
事
実
関
係
が
不
明
な
ま
ま
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
多
さ
も
、
筋
の
通
ら
な
い
ナ
マ
の
声
を
伝
え
る
と
い
う
、
ア
ン

カ
ー
時
代
の
姿
勢
を
思
わ
せ
ま
す
。
小
説
九
章
で
突
然
、
証
言
資
料
が
引
用

さ
れ
る
こ
と
に
違
和
感
を
感
じ
る
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
当
時
の
リ

ア
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
痕
跡
を
そ
の
ま
ま
埋
め
込
ん
だ
パ
ー
ト
で

あ
る
と
考
え
れ
ば
、
手
法
と
し
て
一
貫
し
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
す
。

五

お
わ
り
に

―
印
象
的
な
新
生
児
を
め
ぐ
っ
て

最
後
に
、
研
究
会
の
皆
さ
ん
の
考
え
を
伺
い
た
い
の
が
、
新
生
児
の
描
写

を
ど
う
と
ら
え
る
か
と
い
う
問
題
で
す
。
原
爆
被
災
と
赤
ん
坊
と
い
え
ば
、

何
よ
り
も
ま
ず
、
広
島
の
原
爆
被
災
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
画
、
丸
木
位
里
・

俊
作
「
原
爆
の
図

第
一
部

幽
霊
」（
一
九
五
〇
年
）
を
思
い
起
こ
す
人
が

多
い
と
思
い
ま
す
。「
赤
ん
坊
が
た
っ
た
ひ
と
り
で
、
美
し
い
膚
の
あ
ど
け

な
い
顔
で
ね
む
っ
て
い
ま
し
た
。
母
の
胸
に
守
ら
れ
て
生
き
残
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
せ
め
て
こ
の
赤
ん
坊
だ
け
で
も
、
む
っ
く
り
起
き
て
生
き
て
い
っ

て
ほ
し
い
の
で
す
。」
と
い
う
文
が
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
同
じ
く
「
第
三

部

水
」（
一
九
五
〇
年
）
に
も
赤
ん
坊
が
描
か
れ
、「
乳
を
の
ま
せ
よ
う
と

し
て
は
じ
め
て
、
わ
が
子
の
こ
と
き
れ
て
い
る
の
を
知
っ
た
の
で
す
。

世
20

紀
の
母
子
像
。
傷
つ
い
た
母
が
死
ん
だ
子
を
抱
い
て
い
る
。」
と
説
明
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
赤
ん
坊
は
、
希
望
の
象
徴
で
あ
り
被
害
の
象
徴
で
あ

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
長
崎
原
爆
の
直
後
に
山
端
庸
介
が
撮
影
し
た
「
道

ノ
尾
駅
前
で
授
乳
中
の
母
子
の
写
真
」（
『
原
爆
の
長
崎

記
録
写
真
』
第
一
出

版
社
、
一
九
五
二
年
八
月
）
等
も
、
同
様
の
文
脈
で
受
容
さ
れ
て
き
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

赤
ん
坊
を
象
徴
と
し
て
あ
つ
か
う
作
品
群
に
対
し
て
、
井
上
光
晴
『
明
日
』

（
一
九
八
二
年
）
に
は
、
原
爆
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
象
徴
化
さ
れ
る
前

の
、
個
と
し
て
の
赤
ん
坊
が
描
か
れ
ま
す
。
本
作
で
は
、
ツ
ル
子
と
い
う
名

の
母
か
ら
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
一
人
の
新
生
児
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
出

産
の
難
行
・
喜
び
と
、
そ
の
命
が
あ
っ
け
な
く
失
わ
れ
る
近
い
未
来
と
の
ギ

ャ
ッ
プ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
に
は
、
青
来
有
一
「
鳥
」（
二
〇
〇
六
年
、

連
作
短
編
集
『
爆
心
』
所
収
）
の
よ
う
に
、
誕
生
後
間
も
な
く
長
崎
の
原
爆

被
災
に
巻
き
込
ま
れ
、
身
元
証
明
と
な
る
も
の
を
失
っ
た
「
私
」
が
語
り
手

と
な
る
作
品
も
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。「
鳥
」
で
は
、
た
と
え
新
生
児
の

命
が
保
た
れ
て
も
、
一
人
の
個
と
し
て
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
喪
失
を
抱
え

て
生
を
歩
む
こ
と
に
な
る
と
い
う
視
点
が
、
新
た
に
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
広
い
意
味
で
の
ジ
ャ
ン
ル
内
（
広
島
、
長
崎
の
原
爆
と
か

か
わ
る
表
象
・
作
品
群
）
に
お
い
て
、
過
去
作
を
ふ
ま
え
た
問
題
意
識
や
視

野
の
拡
大
を
観
察
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
新
生
児
の
表
象

に
注
目
す
る
こ
と
の
意
義
の
一
つ
を
、
そ
の
点
に
見
出
せ
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、『
明
日
』
の
赤
ん
坊
像
は
、
無
垢
で
無
力
な
被
庇
護
者
の
イ
メ
ー

ジ
で
は
な
い
と
い
う
点
も
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
母
・
ツ
ル
子
は
、
自

分
の
胎
児
を
何
を
考
え
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
、
攻
撃
的
な
存
在
と
し
て
認

識
し
て
い
ま
す
。
妹
の
誕
生
時
も
「
可
愛
い
と
い
う
よ
り
何
と
な
く
気
色
の

悪
い
顔
を
し
た
赤
ん
坊
が
、
粘
土
細
工
み
た
い
な
手
を
覗
か
せ
て
お
り
、
不
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思
議
な
気
が
し
た
」（
一
七
一
頁
）
と
い
う
彼
女
は
、
陣
痛
が
始
ま
る
と
胎

児
の
敵
意
を
感
じ
て
苦
し
み
ま
す
。「
子
供
は
本
当
に
生
ま
れ
た
が
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
桃
色
で
く
に
ゃ
く
に
ゃ
し
た
生
き
も
の
は
私
の
内
側
に
い

る
こ
と
に
腹
を
立
て
、
蹴
っ
た
り
転
が
っ
た
り
し
て
い
た
。（
※
中
略
）
と

こ
ろ
が
今
は
も
う
そ
ん
な
こ
と
は
し
な
い
。
じ
っ
と
暗
が
り
に
蹲
っ
て
意
地

の
悪
い
仕
返
し
を
始
め
た
。」（
一
九
八
頁
）
、「
お
願
い
だ
か
ら
早
く
何
と
か

し
て
。
何
を
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
私
の
子
供
は
。（
※
中
略
）
子
供
は

隠
れ
ん
ぼ
う
の
よ
う
に
何
処
か
の
隅
に
入
り
込
み
、
出
口
が
な
い
と
い
っ
て

や
け
を
起
こ
し
て
い
る
の
だ
。」（
二
〇
五
頁
）
と
、
意
志
と
力
を
も
っ
て
自

分
を
苦
し
め
る
者
と
し
て
我
が
子
を
語
っ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
生
ま
れ
る
前
か
ら
す
で
に
社
会
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
描

写
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
ツ
ル
子
の
胎
児
は
、
ツ
ル
子
の
妹
の
祭
り
衣
装
と
同

じ
布
で
作
っ
た
着
物
を
着
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
（
一
七
二
頁
～
）。
長

崎
と
い
う
特
定
の
地
域
の
文
化
と
深
く
結
ば
れ
て
誕
生
す
る
こ
と
、
地
域
社

会
の
な
か
で
育
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

胎
児
と
は
い
え
同
時
代
の
物
差
し
で
価
値
づ
け
ら
れ
、
す
で
に
戦
時
下
の

共
同
体
の
一
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
ま
す
。
ツ
ル
子
の
夫
は
、
生
ま

れ
て
く
る
子
が
男
の
子
で
あ
る
こ
と
を
ツ
ル
子
の
手
柄
だ
と
考
え
て
い
ま
す

し
、
元
気
が
良
す
ぎ
る
胎
児
に
「
こ
ら
お
と
な
し
ゅ
う
せ
ん
か
。
出
撃
は
ま

だ
ま
だ
先
ぞ
。」（
一
七
六
頁
）
と
声
か
け
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
描
写
は
、
新
生
児
を
象
徴
的
か
つ
特
権
的
に
表
象
す
る
こ
と
、

そ
れ
に
よ
っ
て
読
者
の
批
判
を
封
じ
た
り
思
考
を
放
棄
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

か
ら
本
作
を
遠
ざ
け
る
特
徴
と
し
て
評
価
で
き
る
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

読
者
は
、
詩
人
・
井
上
光
晴
の
横
顔
を
彷
彿
と
さ
せ
る
詩
的
リ
ズ
ム
に
乗

っ
て
出
産
を
追
体
験
し
つ
つ

、
一
人
の
子
の
誕
生
に
居
合
わ
せ
、「
他
で

(7)

も
な
い
そ
の
子
」
が
自
身
の
条
件
下
で

―
戦
時
下
の
長
崎
で
、
父
は
お
そ

ら
く
軍
属
の
船
員
で
、
跡
継
ぎ
と
出
撃
を
期
待
さ
れ
る
な
か
で

―
自
分
の

力
を
ど
う
用
い
て
生
き
て
い
く
か
に
関
心
を
向
け
ま
す
。
ま
た
そ
れ
と
同
時

に
、
そ
の
子
の
人
生
が
六
時
間
程
で
断
た
れ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
、
心
を

揺
さ
ぶ
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
中
野
孝
次
・
田
久
保
英
夫
・
高
橋
英

夫
に
よ
る
「
読
書
鼎
談
」（『
文
藝
』
一
九
八
二
年
八
月
）
で
、
最
終
章
に
注
目

し
た
田
久
保
が
「
あ
る
感
動
を
覚
え
た
ん
で
す
」、
中
野
が
「
ホ
ロ
ッ
と
す

る
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
く
て
、
な
に
か
〝
た
ま
ら
ん
な
〟
と
い
う
気
が
す
る
ね
」

と
述
べ
た
の
は
、
本
作
結
末
部
に
お
い
て
感
情
的
な
反
応
を
誘
う
効
果
が
十

分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
他
方
、
出
撃
を

期
待
さ
れ
る
胎
児
の
み
な
ら
ず
、
三
菱
関
連
の
人
物
の
多
さ
、
沖
縄
戦
に
関

す
る
冷
酷
な
会
話
な
ど
、「
戦
時
下
長
崎
の
日
常
の
な
か
に
あ
る
暴
力
性
・

戦
争
責
任
」
に
つ
い
て
読
者
に
考
え
さ
せ
る
手
が
か
り
が
決
し
て
少
な
く
な

い
こ
と
も
確
か
で
す
。

本
作
は
、
観
光
の
要
素
や
感
情
に
働
き
か
け
る
工
夫
に
よ
っ
て
一
九
八
〇

年
代
以
降
の
読
者
を
惹
き
つ
け
、
戦
争
と
原
爆
と
自
身
の
「
明
日
」
に
つ
い

て
思
考
停
止
せ
ず
に
関
与
し
続
け
る
こ
と
を
促
す
作
品
で
あ
り
、
今
な
お
魅

力
的
で
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
私
自
身
の
「
今
日
と
明
日
の
非

連
続
性
」
や
、「
今
日
が
〈
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
明
日
〉
の
前
日
で
あ
る

可
能
性
」、
さ
ら
に
は
、
明
日
を
予
兆
す
る
フ
ラ
グ
に
心
を
配
り
自
身
が
為

す
べ
き
こ
と
を
意
識
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
二
〇
二
四
年
一
〇
月
一
九
日
と

い
う
今
日
が
、
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
に
対

す
る
危
機
感
を
周
囲
と
共
有
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
、
改
め
て
怖
ろ
し
く
感

じ
ま
す
。
今
日
へ
の
気
づ
き
を
促
す
本
作
を
読
み
、
批
評
す
る
と
い
う
所
作
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そ
の
も
の
が
、「
私
た
ち
の
今
日
」
か
ら
目
を
逸
ら
す
行
為
に
思
え
て
な
ら

な
い
と
い
う
の
が
、
本
研
究
会
の
会
員
と
し
て
も
ど
か
し
く
辛
い
と
こ
ろ
で

す
。

注

「
僕
は
最
後
に
（
※
注
、『
使
者
』
最
終
号
に
）
載
せ
ま
す
よ
。
長
崎
の
原
爆

1
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
で
す
が
、
従
来
の
も
の
を
超
え
た
も
の
だ
と
自
負
し
て
い

ま
す
。
」（
埴
谷
雄
高
・
井
上
光
晴
「
対
談

真
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
『
国
文

學

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
一
九
八
一
年
一
一
月
）

川
西
政
明
編
「
井
上
光
晴
年
譜
」（
『
井
上
光
晴

十
八
歳
の
詩
集

附
・
書

2
誌
／
年
譜
』
集
英
社
、
一
九
九
八
年
三
月
）

井
上
荒
野
『
ひ
ど
い
感
じ

父
・
井
上
光
晴
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
八
月
）

3
『
週
刊
新
潮
』
の
記
事
「
消
え
る
爪
あ
と

浦
上
天
主
堂
撤
去
の
真
相
」
と
小

4
説
「
地
の
群
れ
」
の
類
似
部
分
を
四
箇
所
示
す
。
記
事
本
文
を
ゴ
チ
ッ
ク
体
、

小
説
本
文
を
教
科
書
体
で
並
記
す
る
。
な
お
、
小
説
本
文
は
『
日
本
の
原
爆
文

学
⑤
井
上
光
晴
』（
ほ
る
ぷ
出
版
、
一
九
八
三
年
八
月
）
に
拠
る
。

①

五
月
三
日
の
午
後
一
時
、
文
字
通
り
ガ
レ
キ
と
化
し
た
浦
上
天
主
堂
跡
に
降

り
そ
そ
ぐ
シ
ュ
ウ
雨
の
中
を
、
コ
ウ
モ
リ
ガ
サ
を
さ
し
た
ま
ま
身
じ
ろ
ぎ
も
せ

ず
立
ち
つ
く
す
一
人
の
青
年
が
い
た
。
彼
は
小
一
時
間
ほ
ど
そ
う
し
た
姿
で
、

く
ず
れ
残
っ
た
赤
レ
ン
ガ
の
壁
を
、
ほ
と
ん
ど
食
い
入
る
よ
う
に
し
て
な
が
め
、

そ
れ
か
ら
教
務
堂
の
前
に
横
倒
し
に
さ
れ
た
ム
シ
ロ
を
か
け
て
並
べ
ら
れ
て
い

る
聖
マ
リ
ア
像
の
近
く
に
歩
み
寄
っ
た
。
／
雨
の
中
を
、
ど
う
し
た
の
か
、
マ
リ

ア
像
の
額
に
ハ
エ
が
二
匹
、
死
ん
だ
よ
う
に
止
ま
っ
て
い
て
、
彼
は
そ
の
ハ
エ
に

ふ
た
た
び
あ
る
衝
撃
を
う
け
た
よ
う
に
、
ぬ
れ
た
目
を
注
い
だ
。
（
※
中
略
）
／

彼
の
名
は
松
野
尋
嗣
君
（
二
〇
）
＝
長
崎
造
船
所
勤
務
＝
で
、
天
主
堂
が
こ
わ

さ
れ
は
じ
め
て
か
ら
ず
っ
と
、
ほ
と
ん
ど
休
日
ご
と
に
浦
上
を
た
ず
ね
て
い
る

の
だ
と
い
う
。

①

瓦
礫
と
化
し
た
長
崎
の
浦
上
天
主
堂
。
四
年
前
の
五
月
の
あ
る
日
、
津
山

信
夫
は
そ
こ
に
い
て
、
崩
れ
残
っ
た
赤
煉
瓦
の
壁
に
も
う
一
度
焼
け
た
だ
れ

た
血
を
吹
き
つ
け
る
よ
う
に
雨
が
降
り
そ
そ
ぐ
の
を
、
殆
ど
食
い
入
る
よ
う

に
眺
め
て
い
た
が
、
そ
れ
か
ら
教
務
堂
の
前
に
横
倒
し
に
さ
れ
た
、
ム
シ
ロ

を
か
け
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
聖
マ
リ
ヤ
像
の
近
く
に
歩
み
寄
っ
た
。
／
雨
の

中
を
、
ど
う
し
た
の
か
、
マ
リ
ヤ
像
の
額
に
蠅
が
二
匹
死
ん
だ
よ
う
に
と
ま

っ
て
い
て
、
彼
は
そ
の
蠅
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
な
ぜ
か
い
い
よ
う
の
な
い

衝
撃
を
う
け
た
。
彼
の
脳
裏
に
マ
リ
ヤ
像
を
自
分
の
も
の
に
し
た
い
と
い
う

考
え
が
ひ
ら
め
い
た
の
は
こ
の
時
で
あ
る
。
ま
だ
浦
上
天
主
堂
の
取
り
壊
し

が
決
定
し
な
い
前
、
彼
は
幾
度
も
、
そ
の
顔
半
分
を
放
射
能
で
焼
か
れ
た
黒

い
マ
リ
ヤ
像
を
見
上
げ
て
い
た
が
、（
四
五
頁
）

②

原
爆
廃
墟
取
り
こ
わ
し
に
対
す
る
教
会
側
の
主
張
を
要
約
す
る
と

―
／

「
原
爆
の
廃
墟
は
平
和
の
た
め
と
い
う
よ
り
、
無
残
な
過
去
の
思
い
出
に
つ

（1）な
が
り
過
ぎ
る
。
憎
悪
を
か
き
た
て
る
だ
け
の
あ
あ
い
う
建
物
は
一
日
も
早
く

取
り
こ
わ
し
た
方
が
い
い
」
（
山
口
大
浦
天
主
堂
司
教
談
）

②

浦
上
天
主
堂
の
撤
去
問
題
が
長
崎
市
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
時
、「
原

爆
の
廃
墟
は
平
和
の
た
め
と
い
う
よ
り
、
無
残
な
過
去
の
思
い
出
に
つ
な
が

り
す
ぎ
る
。
憎
悪
を
か
き
た
て
る
だ
け
の
あ
あ
い
う
建
物
は
一
日
も
早
く
取

り
こ
わ
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
い
う
大
浦
天
主
堂
の
司
教
に
対
し
て
、
あ
る

被
爆
女
性
の
語
っ
た
言
葉
を
新
聞
記
事
か
何
か
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
が
、

（
四
五
頁
）

③

三
菱
電
機
製
作
所
に
学
徒
動
員
中
（
当
時
一
九
）
原
爆
に
あ
い
、
脊
髄
骨
折

（
下
半
身
不
随
）
の
た
め
、
以
来
十
三
年
間
病
床
に
あ
る
渡
辺
千
恵
子
さ
ん
（
二
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九
）
は
、
原
爆
映
画
『
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
』
の
ロ
ケ
で
、
戦
後
は
じ
め
て
母
親

と
一
し
ょ
に
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
、
そ
の
時
初
め
て
浦
上
天
主
堂
の
焼
け
た
だ
れ

た
マ
リ
ア
像
を
み
た
人
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の
強
烈
な
印
象
を
思
い
浮
べ
な
が

ら
、
次
の
よ
う
に
訴
え
た
。
／
「
あ
の
時
、
マ
リ
ア
の
顔
が
半
分
、
放
射
熱
で
黒
く

や
け
て
い
る
の
を
み
ま
し
た
が
、
も
し
あ
の
マ
リ
ア
像
が
人
間
な
ら
ケ
ロ
イ
ド

に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
ケ
ロ
イ
ド
は
た
し
か
に
醜
い
、
し
か
し
生
き
た
人
間

は
そ
の
残
酷
な
姿
を
さ
ら
し
て
ど
こ
ま
で
も
生
き
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
人
が
強
く
生
き
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ケ
ロ
イ
ド
は
醜
く
な
く
な
り

ま
す
。
顔
半
分
焼
け
た
マ
リ
ア
様
に
も
、
そ
う
い
う
よ
う
に
生
き
て
も
ら
い
た

い
の
で
す
。
む
ず
か
し
い
理
屈
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
あ
の
天
主
堂
の
廃
墟
が
、

ど
う
し
て
教
会
の
人
の
い
う
よ
う
に
憎
し
み
を
忘
れ
さ
せ
な
い
も
の
と
な
る
の

か
、
私
は
平
和
と
い
う
こ
と
以
外
に
あ
の
像
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
」

③

三
菱
電
機
製
作
所
に
学
徒
動
員
中
原
爆
に
あ
い
、
脊
髄
骨
折
の
た
め
、
以

来
十
三
年
間
下
半
身
不
随
の
身
を
病
床
に
横
た
え
て
い
る
二
十
八
歳
の
そ
の

女
性
は
、
原
爆
映
画
『
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
』
の
ロ
ケ
で
、
戦
後
は
じ
め

て
母
親
と
一
緒
に
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
、
浦
上
天
主
堂
の
焼
け
た
だ
れ
た
マ
リ

ヤ
像
を
み
た
の
だ
が
、
そ
の
時
の
強
烈
な
印
象
を
思
い
う
か
べ
な
が
ら
訴
え

た
の
で
あ
る
。
／
「
あ
の
時
、
マ
リ
ヤ
の
顔
が
半
分
、
放
射
熱
で
黒
く
や
け

て
い
る
の
を
み
ま
し
た
が
、
も
し
あ
の
マ
リ
ア
像
が
人
間
な
ら
ケ
ロ
イ
ド
に

な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
ケ
ロ
イ
ド
は
た
し
か
に
醜
い
、
し
か
し
、
生
き
た

人
間
は
そ
の
残
酷
な
姿
を
さ
ら
し
て
ど
こ
ま
で
も
生
き
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
人
が
強
く
生
き
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ケ
ロ
イ
ド
は
醜

く
な
り
ま
す
。
顔
半
分
焼
け
た
マ
リ
ヤ
様
に
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
生
き
て

（

マ

マ

）

も
ら
い
た
い
の
で
す
。
む
ず
か
し
い
理
屈
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
あ
の
天
主

堂
の
廃
墟
が
、
ど
う
し
て
教
会
の
人
が
い
う
よ
う
に
、
憎
し
み
を
忘
れ
さ
せ

な
い
も
の
と
な
る
の
か
、
私
は
平
和
と
い
う
こ
と
以
外
に
あ
の
像
を
想
像
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」（
四
五
頁
）

④

〝
踏
絵
〟
し
た
足
を
ス
ス
い
だ
水
を
、
主
に
対
す
る
贖
罪
と
し
て
飲
み
ほ
し
て

い
た
先
祖
代
々
の
、
カ
ク
レ
・
キ
リ
シ
タ
ン
、
殉
教
者
の
血
に
染
ま
っ
た
土
地
。

信
仰
の
自
由
を
回
復
す
る
と
同
時
に
、
よ
う
や
く
明
治
十
三
年
、
そ
の
昔
〝
踏

絵
〟
を
し
た
庄
屋
屋
敷
を
買
い
取
っ
て
仮
聖
堂
と
し
、
明
治
二
十
八
年
、
フ
ラ

ン
ス
人
宣
教
師
フ
レ
ノ
神
父
が
自
ら
設
計
し
、
監
督
に
当
っ
た
〝
聖
地
〟
浦

上
。

―
信
者
た
ち
は
、
貧
し
い
生
活
の
中
か
ら
、
一
銭
を
得
れ
ば
レ
ン
ガ
一

枚
を
求
め
、
十
銭
求
め
れ
ば
カ
ワ
ラ
一
枚
を
買
う
と
い
う
ふ
う
に
し
て
建
設
の

奉
仕
を
つ
づ
け
、
大
正
三
年
、
一
応
の
完
工
を
み
る
ま
で
、
そ
れ
こ
そ
浦
上
の
信

者
た
ち
は
、
祖
先
と
自
ら
の
贖
罪
を
か
ね
て
粒
々
辛
苦
の
末
、
や
っ
と
完
成
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
／
い
わ
ば
こ
の
東
洋
一
を
誇
っ
た
大
天
主
堂
の
赤
レ
ン
ガ
の

一
つ
一
つ
に
は
、
こ
う
し
て
、
信
者
た
ち
の
血
と
涙
の
祈
り
と
歴
史
が
こ
め
ら

れ
て
も
い
た
の
だ
。

④

彼
を
か
こ
ん
だ
男
た
ち
は
銘
々
自
分
た
ち
の
流
し
た
血
に
昂
奮
し
た
よ
う

な
声
を
彼
の
耳
に
注
ぎ
こ
ん
だ
。
踏
絵
シ
タ
足
ヲ
ス
ス
イ
ダ
水
ヲ
、
主
ニ
対

ス
ル
贖
罪
ト
シ
テ
飲
ミ
ホ
シ
テ
イ
タ
先
祖
代
々
ノ
、
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
。

殉
教
ノ
血
ニ
染
マ
ッ
タ
土
地
。
信
仰
ノ
自
由
ヲ
回
復
ス
ル
ト
同
時
ニ
、
ヨ
ウ

ヤ
ク
明
治
十
三
年
、
ソ
ノ
昔
、
踏
絵
ヲ
シ
タ
庄
屋
屋
敷
ヲ
買
イ
取
ッ
テ
仮
聖

堂
ト
シ
、
明
治
二
十
八
年
、
フ
ラ
ン
ス
宣
教
師
フ
レ
ノ
神
父
ガ
自
ラ
設
計
シ
、

監
督
ニ
当
ッ
タ
聖
地
、
浦
上
。
信
者
タ
チ
ハ
貧
シ
イ
生
活
ノ
中
カ
ラ
、
一
銭

ヲ
得
レ
バ
煉
瓦
ヲ
求
メ
、
十
銭
ヲ
得
レ
バ
カ
ワ
ラ1

枚
ヲ
買
ウ
ト
イ
ウ
フ
ウ

ニ
シ
テ
建
設
ノ
奉
仕
ヲ
ツ
ヅ
ケ
タ
。
大
正
三
年
、
一
応
ノ
完
工
ヲ
見
ル
マ
デ
、

ソ
レ
コ
ソ
浦
上
ノ
信
者
タ
チ
ハ
、
祖
先
ト
自
ラ
ノ
贖
罪
ヲ
カ
ネ
テ
粒
々
辛
苦
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ノ
末
、
ヤ
ッ
ト
完
成
サ
セ
タ
ノ
デ
ア
ル
。
イ
ワ
バ
コ
ノ
大
天
主
堂
ノ
赤
煉
瓦

ノ
一
ツ
一
ツ
ニ
ハ
、
コ
ウ
シ
テ
信
者
タ
チ
ノ
血
ト
涙
ノ
祈
リ
ト
歴
史
ガ
コ
メ

ラ
レ
テ
イ
タ
ノ
ダ
。（
四
八
～
四
九
頁
）

な
お
、「
手
の
家
」
の
舞
台
は
長
崎
の
孤
島
の
切
丸
部
落
（
架
空
の
地
名
）、「
地

5
の
群
れ
」
は
佐
世
保
郊
外
の
海
塔
新
田
（
架
空
）
と
被
差
別
部
落
と
戸
島
炭
坑

と
浦
上
、「
夏
の
客
」
は
広
島
の
バ
ラ
ッ
ク
街
、「
母
・
一
九
六
七
年
夏
」
は
海

塔
新
田
（
架
空
）
で
あ
り
、
長
崎
市
内
を
中
心
と
し
た
県
内
の
名
所
・
名
物
は

描
か
れ
て
い
な
い
。

楠
田
剛
士
「
井
上
光
晴
『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』
に
お

6
け
る
「
再
現
」
の
問
題
」(

『
近
代
文
学
論
集
』
二
〇
〇
九
年
一
一
月)

詩
人
で
も
あ
る
作
者
に
よ
っ
て
、
ツ
ル
子
の
出
産
時
の
語
り
に
は
読
者
を
巻

7
き
込
む
よ
う
な
息
づ
か
い
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
次
の
箇
所
。「
力
だ

け
で
は
足
り
ず
、
私
は
喚
声
を
上
げ
る
。
薙
ぎ
倒
さ
れ
る
草
、
土
く
れ
の
散
乱
、

水
の
飛
沫
、
立
ち
は
だ
か
る
人
々
、
そ
し
て
赤
い
砂
浜
ま
で
の
ひ
と
息
の
距
離
。」

（『
明
日
』
二
〇
九
頁
）。

出
産
時
の
痛
み
は
当
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
出
産
を
経
験
し
え
な
い
男
性
作
家
の
言
語
表
現
を
通
じ
て
、
一
人
称
の

語
り
が
読
者
と
の
距
離
を
詰
め
、
特
定
の
苦
痛
を
い
く
ば
く
か
追
体
験
さ
せ
う

る
の
で
あ
れ
ば
、
原
爆
被
災
を
直
接
体
験
し
て
い
な
い
者
に
よ
る
被
ば
く
（
者
）

表
象
に
つ
い
て
も
、
そ
の
不
可
能
性
ば
か
り
に
目
を
向
け
る
わ
け
に
い
か
な
い
。

そ
れ
ら
が
受
容
者
と
の
間
に
何
を
生
じ
さ
せ
る
か
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
分

析
・
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。


